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フィードバックで看護師に意識づけの効果の結果
と考える．
　また，今回の調査の背景には，5月の第1回調査
時では新人看護師は看護必要度の入力を実施して
おらず，看護必要度に関する知識を有した看護師
が必要度の入力を担っていたが，8月の第2回調査
時には新人看護師も入力を行っている．第1回と
2回の調査結果に大きな差が見られていないこと
は，新人看護師でも，知識の提供を行ったこと
で，正しい入力をすることが出来るようになった
と考える．全ての項目で改善がみられた訳ではな
いが，フィードバックによる効果は大きい．改善
が見られていない点に関しては，判定基準に関す
る正しい知識の定着が出来ていなかったためであ
り，提供された知識も忘れ去られてしまっている
可能性が高く，さらに，日々の業務の忙しさの中
で，必要度の入力が粗雑になってしまっている現
状も否めない．患者の状態を把握し，正しく看護
必要度を入力できるように，経験年数関係なく，
意識を高くもつことが求められる．そのため，こ
うした調査を定期的に実施し，現状を把握するこ
と，そして繰り返し必要度の知識の共有を図るこ
との必要性が高いことが，改めて分かった．
Ⅵ．おわりに
　今回必要度を調査し，フィードバックを通し
て，看護必要度の正しい知識を提供することによ
り正確な必要度の入力につながっていることがわ
かった．当病棟は，短期間での状態変化が激しい
ため，その都度変化に合わせた必要度の入力が必
要となり，正しい入力が出来るだけの知識が必要
不可欠である．術後患者の必要度入力の傾向と間
違いやすいポイントを病棟会議で説明し，さらに
資料にまとめ，すべての病棟看護師に配布し知識
の共有を図ることで，経験年数関係なく正しく入
力を行うことができることが分かった．同時に
フィードバックによって一度意識が高められて
も，月日が経過すると徐々に低下してしまうこと
も分かった．4月から新しいスタッフも入ってく
るため，今後も正しい必要度の知識と間違いやす
い項目に関する情報の提供を定期的に行い，看護
必要度の知識を高め，誰もが正確な必要度を入力
できるように活動を行っていきたい．4月の診療
報酬の改定で看護必要度の項目も変更となり，よ
り一層看護必要度の精密度が求められるようにな
る．そのため，入力項目変更に関して病棟看護師
への新たな知識の提供を行い看護必要度の精度を
あげられるように今後課題とし実施していきた
い．
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